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「免疫不全マウスを用いた中枢神経白血病の病態解析」

　我々は、高度免疫不全マウス（NOG mouse）を使用した xenograft model を用いて小児白血病動態の研究を

行っている。小児白血病において、中枢神経（CNS）は主要な再発部位だが、CNS に浸潤・生存する白血病細胞の

動態については明らかにされてない。本セミナーでは、中枢神経に浸潤した白血病細胞は、骨髄に存在する白血病

細胞と比較し低酸素環境に適合した特殊な遺伝子発現パターンを有し、特徴的な代謝シフトを示すことを明らかに

し、VEGFA を新たな治療標的として提示した研究を紹介する。
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